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片片
桐桐
英英
数数
塾塾
通通
信信

にに
必必
要要
なな  

基基
礎礎
のの
基基  

礎礎
をを
学学
ぶぶ
たた  

めめ
のの
もも
のの
なな
のの
でで
、、  

基基
礎礎
のの
基基
礎礎
がが
出出

来来
てて
なな
いい
とと
、、
高高
２２
でで

学学
ぶぶ
基基
礎礎
はは
入入
りり
まま

せせ
んん
。。
「「
高高
１１
でで
遊遊
んん

だだ
かか
らら
高高
２２
でで
挽挽
回回
」」

はは
無無
理理
でで
すす
。。
高高
１１
でで

遊遊
んん
だだ
らら
、、
高高
２２
にに  

なな
るる
とと
高高
２２
でで
高高
１１
かか  

らら
やや
りり
直直
ささ
なな
けけ
れれ
ばば  

なな
らら
なな
くく
なな
りり
まま
すす  

のの
でで
、、
そそ
ここ
のの
とと
ここ
ろろ
注注
意意  

しし
てて
おお
いい
てて
下下
ささ
いい
。。  

  

新新
高高
１１
生生
にに
伝伝
ええ
てて
おお

きき
たた
いい
ここ
とと
。。  

  

生生
まま
れれ
てて
初初
めめ
てて
のの
苦苦
しし

かか
っっ
たた
受受
験験
をを
終終
ええ
たた
ばば
かか

りり
だだ
かか
らら
、、
開開
放放
ささ
れれ
たた
いい
、、

楽楽
しし
みみ
たた
いい
とと
いい
うう
思思
いい
はは

強強
いい
かか
とと
思思
いい
まま
すす
。。
しし
かか

しし
、、
初初
めめ
かか
らら
楽楽
しし
いい
ここ
とと
だだ  

けけ
をを
求求
めめ
なな
いい
でで
下下
ささ
いい
。。  

自自
分分
のの
本本
分分
をを
よよ
くく
理理
解解  

しし
、、
自自
分分
のの
行行
くく
べべ
きき
道道
をを  

  

探探
しし
なな
がが
らら
、、
時時
にに
脇脇
道道  

にに
逸逸
れれ
てて
もも
良良
いい
のの  

でで
すす
がが
、、
すす
ぐぐ
にに
本本
道道  

にに
戻戻
りり
、、
自自
分分
のの
行行

 

 

 

坂本教室からのお知らせ 
お迎え時の車の混雑について、保護者の皆様にご理

解とご協力をお願いします。 

お迎えの際には、駐車場内での安全走行、エンジン

停止にご協力いただくとともに、ご近所出入口など

での路上待機、他の駐車場の無断使用などはご遠慮

いただきますよう、重ねてお願い申し上げます。 

※ 坂本教室の 4 月の休日は、            

 4 日(日) 1１日(日) １８日(日) 2５日(日) です。 

   ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ info@katagirijuku.com 

 

 

 

年年
末末
以以
降降
、、
慌慌
しし
いい
日日
々々
をを
送送
っっ

てて
おお
りり
まま
しし
たた
がが
、、
春春
のの
陽陽
気気
をを
ゆゆ

っっ
くく
りり
とと
のの
んん
びび
りり
とと
感感
じじ
らら
れれ

るる
シシ
ーー
ズズ
ンン
がが
やや
っっ
てて
まま
いい
りり
まま

しし
たた
。。
ああ
りり
がが
たた
やや
、、
ああ
りり
がが
たた
やや
。。  

  

ささ
てて
、、
新新
高高
１１
生生
、、
新新
中中
１１
生生
のの

みみ
なな
ささ
んん
。。
ごご
入入
学学
おお
めめ
でで
とと
うう
。。

ここ
れれ
かか
らら
新新
しし
いい
生生
活活
がが
始始
まま
りり

まま
すす
。。
夢夢
とと
希希
望望
にに
満満
ちち
溢溢
れれ
てて
いい

るる
ここ
とと
とと
思思
いい
まま
すす
。。
ここ
れれ
かか
らら
始始

まま
るる
三三
年年
間間
がが
みみ
んん
なな
にに
とと
っっ
てて

有有
意意
義義
なな
もも
のの
とと
なな
るる
よよ
うう
祈祈
っっ

てて
おお
りり
まま
すす
。。  

  

とと
、、
「「
めめ
でで
たた
いい
、、
めめ
でで
たた
いい
」」

とと
いい
うう
内内
容容
のの
塾塾
通通
信信
にに
しし
たた
いい

とと
ここ
ろろ
でで
はは
ああ
るる
のの
でで
すす
がが
、、
今今
年年

はは
「「
現現
実実
をを
知知
っっ
てて
もも
らら
うう
」」
とと
いい

うう
ここ
とと
をを
テテ
ーー
ママ
にに
しし
てて
おお
りり
まま

すす
のの
でで
、、
ここ
のの
めめ
でで
たた
いい
４４
月月
号号
でで

もも
「「
現現
実実
」」
をを
書書
いい
てて
みみ
よよ
うう
とと  

思思
いい
まま
すす
。。  

  

大大
学学
とと
はは
。。  

  

新新
高高
１１
生生
のの
中中
にに
はは
「「
大大
学学
っっ
てて

どど
うう
やや
っっ
たた
らら
行行
けけ
るる
のの
？？
」」
とと
思思

っっ
てて
いい
るる
人人
もも
多多
いい
かか
とと
思思
いい
、、
そそ

ここ
かか
らら
説説
明明
いい
たた
しし
まま
すす
。。
大大
学学
にに

はは
国国
公公
立立
大大
学学
とと
私私
立立
大大
学学
がが
ああ

りり
まま
すす
。。  

  
  

国国
公公
立立
大大
学学
はは
、、

例例
ええ
ばば
東東
大大
、、
京京
大大
とと
かか
、、
香香
川川
大大

学学
、、
岡岡
山山
大大
学学
とと
かか
がが
ああ
りり
、、  

私私
立立
大大
学学
でで
はは
関関
東東
でで
はは  

慶慶
応応
大大
学学
、、
早早
稲稲
田田
大大
学学
なな
んん
かか
がが

有有
名名
でで
、、
関関
西西
でで
はは
、、
関関
西西
大大
学学
、、

関関
西西
学学
院院
大大
学学
、、
同同
志志
社社
大大
学学
、、  

立立
命命
館館
大大
学学
なな
んん
かか
がが
有有  

名名
でで
すす
。。
でで
、、
国国
公公
立立
大大
学学

にに
合合
格格
すす
るる
にに
はは
、、
一一
次次
試試
験験
にに
当当

たた
るる
「「
セセ
ンン
タタ
ーー
試試
験験
」」
のの
得得
点点
とと

二二
次次
試試
験験
のの
得得
点点
のの
合合
算算
でで
合合
格格

がが
決決
まま
りり
まま
すす
。。
中中
にに
はは
、、
セセ
ンン
タタ

ーー
試試
験験
でで
のの
「「
二二
段段
階階
選選
抜抜
」」
のの
ああ

るる
大大
学学
もも
ああ
りり
まま
すす
。。
まま
たた
、、
私私
立立

大大
学学
でで
はは
「「
セセ
ンン
タタ
ーー
試試
験験
」」
でで
合合

否否
をを
決決
めめ
たた
りり
、、
各各
大大
学学
独独
自自
のの

「「
一一
般般
入入
試試
」」
でで
合合
否否
をを
決決
めめ
たた
りり

しし
まま
すす
。。
国国
公公
立立
へへ
のの
進進
学学
をを
考考
ええ

るる
とと
「「
セセ
ンン
タタ
ーー
試試
験験
」」
でで
はは
最最
低低

七七
割割
以以
上上
とと
いい
うう
のの
がが
一一
つつ
のの  

目目
安安
だだ
ろろ
うう
とと
思思
いい
まま
すす
。。  

ああ
とと
、、
私私
立立
大大
学学
にに
はは
「「
指指
定定
校校  

推推
薦薦
」」
とと
いい
うう
制制
度度
がが
ああ
りり
まま
すす

がが
、、
「「
一一
般般
入入
試試
でで
突突
破破
でで
きき
るる
学学

力力
をを
持持
っっ
たた
上上
でで
・・
・・
・・
」」
とと
いい
うう

塾塾
のの
思思
いい
もも
ああ
りり
まま
しし
てて
、、
塾塾
のの
方方

針針
、、
塾塾
通通
信信
のの
内内
容容
はは
「「
大大
学学
受受
験験

をを
目目
指指
すす
塾塾
生生
のの
たた
めめ
にに
」」
とと
いい
うう

思思
いい
にに
基基
づづ
いい
たた
もも
のの
とと
しし
たた
いい

とと
考考
ええ
てて
おお
りり
まま
すす
。。  

  

中中
学学
とと
高高
校校
でで
はは
全全
てて
がが
格格

段段
にに
違違
っっ
てて
くく
るる
。。  

  

英英
語語
でで
はは
『『
名名
詞詞
・・
動動
詞詞
・・
副副
詞詞
・・  

形形
容容
詞詞
・・
関関
係係
詞詞
・・
疑疑
問問
詞詞
・・
・・
・・
』』

なな
どど
のの
品品
詞詞
やや
、、
『『
主主
語語
・・
動動
詞詞
・・

目目
的的
語語
・・
補補
語語
』』
とと
いい
っっ
たた
文文
のの
要要

素素
、、
そそ
しし
てて  

  

『『
語語
・・
句句
・・
節節
』』

なな
どど
とと
いい
うう
高高
校校
英英
語語
をを
学学
ぶぶ
上上

でで
不不
可可
欠欠
なな
知知
識識
かか
らら
勉勉
強強
しし
始始

めめ
まま
すす
。。
中中
学学
でで
はは
文文
法法
用用
語語
はは
使使

わわ
ずず
にに
指指
導導
すす
るる
ここ
とと
がが
求求
めめ
らら

れれ
てて
いい
たた
のの
でで
、、
多多
分分
、、
そそ
うう  

いい
っっ
たた
とと
ここ
ろろ
にに
違違
和和  

感感
やや
拒拒
絶絶
反反
応応
をを
示示
すす  

かか
もも
しし
れれ
まま
せせ
んん
がが
、、
そそ
れれ  

らら
がが
分分
かか
っっ
てて
なな
いい
とと  

正正
直直
なな
とと
ここ
ろろ
、、
今今
後後
のの
英英
語語
はは
理理

解解
しし
切切
れれ
なな
いい
でで
しし
ょょ
うう
。。
そそ
しし

てて
、、
例例
ええ
ばば
、、
助助
動動
詞詞
だだ
けけ
でで
もも
数数

がが
増増
ええ
るる
しし
、、
現現
在在
完完
了了
だだ
けけ
じじ
ゃゃ

なな
くく
てて
過過
去去
よよ
りり
前前
のの
大大
過過
去去
かか

らら
起起
算算
すす
るる
過過
去去
完完
了了
にに
なな
っっ
てて

みみ
たた
りり
、、
「「
もも
しし
俺俺
がが
男男
前前
なな
らら
、、

ああ
のの
子子
とと
結結
婚婚
でで
きき
たた
だだ
ろろ
うう

にに
・・
・・
・・
（（
男男
前前
じじ
ゃゃ
なな
かか
っっ
たた
のの

でで
結結
婚婚
でで
きき
んん
かか
っっ
たた
））
」」
みみ
たた
いい

なな
「「
たた
らら
・・
れれ
ばば
」」
のの
表表
現現
やや
「「
やや

っっ
とと
きき
ゃゃ
良良
かか
っっ
たた
（（
けけ
どど
せせ
んん
かか

っっ
たた
））
」」
みみ
たた
いい
なな
表表
現現
もも
加加
わわ
りり

まま
すす
。。
ここ
んん
なな
風風
にに
ニニ
ュュ
アア
ンン
スス
やや

時時
制制
のの
幅幅
がが
一一
気気
にに
増増
ええ
まま
すす
。。
ここ

れれ
まま
でで
何何
とと
なな
くく
勉勉
強強
しし
てて
たた
らら

割割
とと
点点
のの
取取
れれ
てて
いい
たた
中中
学学
英英
語語

のの
感感
覚覚
でで
はは
理理
解解
がが
追追
いい
つつ
きき
まま

せせ
んん
。。
そそ
しし
てて
、、
数数
学学
でで
はは
、、
例例
ええ

ばば
二二
次次
関関
数数
でで
はは
、、
ああ
れれ
程程
まま
でで
にに

「「
曲曲
線線
のの
頂頂
点点
はは
原原
点点
でで
いい
てて  

欲欲
しし
いい
」」
とと
願願
っっ
てて
いい
たた
のの  

にに
、、
ここ
ちち
らら
のの
願願
いい
をを
無無
視視
しし

てて
上上
にに
行行
っっ
たた
りり
下下
にに
行行
っっ
たた
りり
、、

右右
にに
行行
っっ
たた
りり
左左
にに
行行
っっ
たた
りり
、、
落落

ちち
着着
きき
のの
無無
いい
感感
じじ
にに
なな
りり
、、
まま

たた
、、
中中
学学
のの
時時
はは
そそ
つつ
なな
くく
出出
来来
てて

いい
たた
因因
数数
分分
解解
でで
ささ
ええ
、、
時時
折折
吐吐
きき

気気
をを
もも
よよ
おお
しし
そそ
うう
にに
なな
るる
かか
もも

しし
れれ
まま
せせ
んん
。。
しし
かか
しし
なな
がが
らら
、、
ここ

れれ
らら
はは
「「
大大
学学
受受
験験
」」
まま
でで
をを
見見  

据据
ええ
るる
とと
、、
イイ
ロロ
ハハ
のの
イイ
、、
でで
きき  

なな
いい
とと
始始
めめ
らら
れれ
なな
いい
とと
ここ
ろろ
なな

のの
でで
すす
。。
英英
語語
・・
数数
学学
だだ
けけ
でで
もも
大大

変変
なな
のの
でで
すす
がが
、、
全全
てて
のの
教教
科科
にに
おお

いい
てて
、、
求求
めめ
らら
れれ
るる
もも
のの
がが
深深
くく
広広

くく
なな
るる
のの
でで
すす
。。
ささ
らら
にに
、、
大大
学学
受受

験験
のの
オオ
ーー
ソソ
ドド
ッッ
クク
スス
なな
スス
タタ
イイ

ルル
はは
『『
５５
教教
科科
７７
科科
目目
』』
でで
すす
。。
７７

科科
目目
とと
いい
うう
ここ
とと
はは
２２
つつ
ほほ
どど
今今

よよ
りり
増増
ええ
るる
っっ
てて
事事
にに
なな
るる
のの
でで

すす
。。  

  

中中
学学
のの
３３
年年
間間
のの
半半
分分
にに
感感

じじ
るる
３３
年年
間間
。。  

  

本本
当当
にに
不不
思思
議議
なな
のの
でで
すす
がが
、、
みみ

んん
なな
がが
同同
じじ
よよ
うう
にに
口口
にに
しし
まま
すす
。。

「「
高高
校校
のの
３３
年年
間間
はは
もも
のの
すす
ごご
くく

早早
いい
」」
とと
。。
どど
うう
数数
ええ
てて
もも
中中
学学
のの

時時
とと
同同
じじ
３３
年年
なな
のの
でで
すす
がが
、、
傍傍
かか

らら
見見
てて
いい
るる
ここ
ちち
らら
もも
「「
ええ
っっ
？？
もも

うう
受受
験験
生生
かか
？？
」」
っっ
てて
感感
じじ
にに
なな
りり

まま
すす
。。
とと
てて
もも
早早
くく
３３
年年
とと
いい
うう
時時

がが
過過
ぎぎ
去去
りり
まま
すす
のの
でで
、、
当当
然然
なな
がが

らら
受受
験験
もも
ああ
っっ
とと
言言
うう
間間
にに
目目
のの

前前
にに
現現
わわ
れれ
まま
すす
。。
だだ
かか
らら
、、
自自
ずず

とと
中中
学学
のの
一一
日日
とと
高高
校校
のの
一一
日日
とと

でで
はは
求求
めめ
らら
れれ
るる
質質
はは
全全
くく
変変
わわ

っっ
てて
きき
まま
すす
。。
「「
まま
だだ
入入
学学
しし
たた
ばば

かか
りり
だだ
かか
らら
」」
とと
のの
んん
びび
りり
すす
るる
のの

でで
はは
なな
くく
、、
一一
日日
一一
日日
をを
大大
切切
にに
しし

てて
いい
きき
まま
しし
ょょ
うう
。。  

まま
ずず
はは
高高
１１
のの
夏夏
まま
でで
をを
大大

切切
にに
すす
るる
ここ
とと
。。  

  

４４
月月
。。
まま
だだ
新新
しし
いい
生生
活活
もも
始始
まま

っっ
たた
ばば
かか
りり
でで
やや
るる
気気
もも
ああ
るる
しし
、、

学学
校校
のの
授授
業業
もも
入入
門門
的的
なな
ここ
とと
ばば

かか
りり
なな
のの
でで
「「
ここ
んん
なな
もも
のの
かか
」」
とと

思思
っっ
てて
しし
まま
うう
。。
５５
月月
。。
４４
月月
のの
緊緊

張張
がが
徐徐
々々
にに
和和
らら
ぎぎ
五五
月月
病病
。。
友友
達達

もも
でで
きき
学学
校校
生生
活活
もも
楽楽
しし
くく
なな
っっ

てて
きき
たた
けけ
どど
、、
勉勉
強強
がが
どど
んん
どど
んん
難難

しし
くく
なな
っっ
てて
くく
るる
。。
６６
月月
、、
７７
月月
はは
、、

部部
活活
もも
忙忙
しし
いい
しし
、、
勉勉
強強
はは
とと
にに
かか

くく
試試
験験
期期
間間
中中
にに
短短
期期
集集
中中
。。
一一
学学

期期
がが
終終
わわ
るる
。。
やや
れれ
やや
れれ
何何
とと
かか
乗乗

りり
切切
っっ
たた
とと
ホホ
ッッ
とと
すす
るる
。。
夏夏
休休

みみ
。。
一一
学学
期期
のの
復復
習習
しし
よよ
うう
とと
いい
うう

思思
いい
だだ
けけ
でで
終終
わわ
っっ
てて
しし
まま
うう
。。
観観

一一
祭祭
のの
頃頃
にに
なな
るる
とと
「「
まま
、、  

何何
とと
かか
なな
るる
かか
」」
とと
根根
拠拠  

のの
無無
いい
楽楽
観観
がが
頭頭
のの
中中
をを
飛飛
びび
回回

るる
。。
とと
、、
まま
ぁぁ
、、
ここ
んん
なな
感感
じじ
でで
「「
大大

学学
受受
験験
敗敗
北北
のの
シシ
ナナ
リリ
オオ
」」
がが
高高
校校

入入
学学
後後
、、
わわ
ずず
かか
数数
ヶヶ
月月
でで
でで
きき
てて

しし
まま
いい
まま
すす
。。
まま
ずず
、、
ここ
うう
なな
っっ
てて

しし
まま
うう
とと
、、
余余
程程
、、
気気
合合
をを
入入
れれ
直直

ささ
なな
いい
限限
りり
、、
原原
点点
復復
帰帰
はは
難難
しし
くく

なな
りり
まま
すす
。。  

  

高高
１１
でで
学学
ぶぶ
ここ
とと
はは
、、
大大
学学
受受
験験  

「「
今今
、、
ここ
ここ
かか
らら
」」
始始
まま
るる  

「「
夢夢
」」へへ
とと
繋繋
がが
るる
一一
歩歩
をを
踏踏
みみ
出出
そそ
うう
！！  

くく
べべ
きき
道道
をを
、、
常常
にに
全全
力力

でで
進進
もも
うう
とと
歯歯
をを
食食
いい

しし
ばば
りり
一一
生生
懸懸
命命
にに
進進

んん
でで
下下
ささ
いい
。。
そそ
うう
やや
っっ

てて
頑頑
張張
っっ
てて
いい
るる
とと
、、
きき

っっ
とと
光光
がが
ささ
すす
とと
思思
いい

まま
すす
。。
全全
てて
のの
ここ
とと
がが
楽楽

しし
くく
なな
っっ
てて
くく
るる
とと
思思

いい
まま
すす
。。  

  

とと
にに
かか
くく
高高
校校
入入
学学

おお
めめ
でで
とと
うう
。。
夢夢
とと
希希
望望

にに
満満
ちち
溢溢
れれ
輝輝
いい
てて
いい

るる
今今
をを
忘忘
れれ
るる
ここ
とと
なな

くく
、、
ここ
れれ
かか
らら
始始
まま
るる
新新

しし
いい
道道
をを
歩歩
きき
始始
めめ
てて

下下
ささ
いい
。。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2010 年度大学入試における塾生の合格状況です。 

国公立大学    

京都大学(工)…１名 大阪大学(薬・基礎工)…２名   

香川大学(医)…１名  北海道大学…１名       

兵庫県立大学…１名   高知女子大学…１名 

高知大学…１名  愛媛大学…１名  広島大学…１名 

 奈良女子大学…１名   奈良教育大学…１名   

北九州市立大学…１名  岡山大学…２名 

私立大学 
津田塾大学…１名   京都薬科大学…１名 

立命館大学…７名      明治大学…１名   

関西学院大学…２名    東京理科大学…１名 

安田女子大学…１名   川崎医療福祉大学…１名 

関西大学…１名 龍谷大学…１名 

近畿大学…１名    関西外国語大学…１名 

大阪総合保育大学…１名  兵庫医療大学…１名 

※ 合格体験談は編集後紹介します。 

 

 

 

大大学学受受験験をを考考ええるるななららばば早早めめのの  
ススタターートトがが成成功功ののカカギギでですす。。  
そそここのの高高 22 生生、、高高 33 生生！！  
「「学学校校のの課課題題でで一一杯杯一一杯杯……」」ななんんてて  
言言っってていいるる場場合合ででははあありりまませせんんよよ。。  
主主要要教教科科のの基基礎礎固固めめ、、理理科科地地歴歴科科目目のの  
受受験験勉勉強強はは早早めめにに計計画画的的にに進進めめてておおここうう！！  
受受講講詳詳細細はは坂坂本本教教室室ままでで！！  

 

 

 


